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高温で軟 化 して しまう ことで あ り、セ ラ ミックスの欠点 は非 常 に脆 い とい うことで あ る。
材 料の 強度(こ こで は塑性変 形 に対抗 す る能 力 の意)と 靱性(破 壊 に対 抗 す る能 力)と は
互 いに合 い入 れな い性 質で あ って、 いか に して この両 方の バ ラ ンスを とるか、 とい うこと
が 、構 造材料 開発 のポ イン トとな る。
こ こで は、先 ず 、強 度 と靱性 に対 す る基 礎 的な事項 、考 え方 を説 明 し、次 いで 、金 属 と
セ ラ ミッ クスにつ いて 、 どの よ うな方 法 で それぞれ の欠点 を克 服 しようと してい るか を述
べ 、最後 に 、それ が どこ まで可 能 であ るか につ いて考 察 す る。 これ らの知 識情 報 が、新 高
温構 造材料 の研 究 を推 し進 め るに 当 って 、基盤 と示 唆 とを与 え るもの であ るこ とを期待 し
て い る。
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1.海 洋の 資源 と役割 寺本俊彦(東 京大学名誉教授)
生 命 が海 で芽 生 え たな どとい う遙 かな昔 の 間接的 な係 わ りはお くと して、人 間 は、資源
の利 用 と生 活環 境 への影響 を通 じて 、海 と深 く係わ って きて い る。 ここでは 、先 ず 、現在
利用 され て い る大切 な資源 と、将来 利用 が期待 され る資源 につ いて概観 し、次 いで 、生活
環境 の変 化 に密 接 に結び付 いて い る気候 変動 に対 す る海 の影響 に焦点 を絞 って話 を進め る。
海の資 源 は、生物 ・水産資 源、物 質資 源 、エ ネル ギ ー資源 に大別 され る。海 底 の石油 資
源 は物質 資源 に分類 す ること とす るが、 こ こで は この よ うに既 にポ プ ユラ0に な って い る
もの につ いて は殆 ど触 れ ない。生 物資源 につ いて は、 後の2つ の 講演 で取 り上げ られ るの
でー これ につ いて も触 れ ない。
海水 中 に は諸 々の物 質 が溶解 して お り、そ の多 くが回収 され 、利用 され て きて い るが 、
ここで は、その うち、原 子力発電 の燃 料物 質 と して の ウラニ ウム資源 、電池 や触 媒 な どへ
の利 用 が進 ん で いる リチウム な どの アル カ リ金属 、貴 金属 と しての金 な どに絞 り、 採算 の
とれ る回収 の 可能性 につい て述 べ る。 また 、淡 水 化な どを通 じた水資 源 としての海 水の利
用技 術の有 効性 につ いても触 れ る。近年 、発見 された海 底か らの熱 水 に対 しては 、熱 い眼
差 しが注 が れて お り、活 発な研 究 が進 め られて い る。 その成 分の追 及 もさ る ことなが ら、
熱 水活動 の盛 ん な海域 の発見 と、資源量 の見 積 りに努 力が重 ね られ てい る。 これ につ いて
も触 れ る。
エネル ギー資 源 と して は、海水 温度 差発 電、潮 流発電 、海 流発電 、波 浪発 電 、濃淡電 池
発電 、生物 エ ネル ギー利用 な どが注 目 され、そ れぞれ に つい て、資源量 の算 定 、有効 な利
用方法 や利 用効 率の 高 い海 域な どの調 査 研究 が進 め られ て いる。 これ らの資源 の利害 特質 、
実用化 の見 通 しな どに つい て述 べ る。
海 洋 は、上述 の資 源 の生 産 工場 や貯蔵 場 と して、大 切 な だけで はな く、そ の膨大 な熱容
量 な どに基 づ いて、我 々の住 む地表 面周 辺 の巨大 な空調 器 と して、気候調 節 に大 き く貢 献
して い る。 対流 圏大気 と海 とは 、1つ の正 の フ ィー ドバ ック シスデ ムを形成 してい る。即
ち、例 えば 、数千 キロメー トル平 方の 海面 の水温 が変 化 した とす ると(こ れ は現実 の海 洋
で は屡 起 る)、 海 洋 か ら大気 へ放 射 され る熱束 が変 化 し、その結 果 、大 気 の状態 が変 り、
大気 の気圧 場 に変化 が起 り、大気 の大 規模 な運動 が生 じ、海流 に大規模 な変 化 が現 れ、海
面の 水温分 布 に大規模 な変 化が起 る。 この様 な海 洋 と大気 か らな る力 学 ・熱 力学 的結 合系
は自励振動 系 を形 成 してお り、そ の変化 が増幅 されて破局 的 な状態 に立 ち至 った場 合 が気
候 異変 で あ り、 その起 る周期 は基本 的 に は系 の固有 周期 に よ って支 配 され る。 この様 な観
点 か ら、エル ニー ニ ョを典型 とす る数年 程度 の時 間 スケール を もつ気候 異変 につ いて レビ
ューす る。
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